
規　定　内　容 実　施　計　画

①手話の概念、②手話が不当に扱われた歴史、
③群馬を発祥とする手話普及の取組、④近年の
権利条約法律改正等の動き、⑤手話の言語とし
ての認識の確立や普及、障害者福祉への寄与
などを宣言的に記載。

第一章
１ 計画策定の背景

第１条 目的
①手話に関する基本理念、②県・市町村・県民・
事業者の責務及び役割等、③手話施策の推進
等。

第二章
１　基本理念

第２条 手話の意義
手話を言語とし、言語活動の文化的所産である
と理解。

第二章
１　基本理念

第３条 基本理念
①ろう者とろう者以外の者の共生、②手話の意
思疎通上の権利の尊重、③手話の普及。

第二章
１　基本理念

第４条 県の責務
県による、①社会的障壁の除去について必要か
つ合理的な配慮、②手話普及等の環境整備③
県民理解推進。

第二章
２　基本方針

第５条
市町村との連携
及び協力

県による、①条例の県民理解促進、手話の普及
等の環境整備にあたっての市町村との連携、協
力。

第二章　２　基本方針
（１）手話の環境整備
（２）手話の社会啓発

第６条 県民の役割
①基本理念の理解、②ろう者・手話に関わる者
の県施策協力・手話普及。

第二章　２　基本方針
（２）手話の社会啓発

第７条 事業者の役割 ①サービス提供、②労働環境整備。
第二章　２　基本方針
（２）手話の社会啓発

第８条
計画の策定及び
推進

県による①障害者計画への手話が使いやすい
環境整備のための必要な施策の規定、②その
総合的かつ計画的推進。

第一章
２　計画の位置づけ

第９条
手話を学ぶ機会
の確保等

県による、①県民対象の機会確保、②県職員対
象の取組推進

第二章　２　基本方針
（１）手話の環境整備

第１０条
手話を用いた情
報発信等

県による、①県政に関する情報発信、②手話通
訳派遣等の拠点支援。

第二章　２　基本方針
（１）手話の環境整備

第１１条
手話通訳者等の
派遣体制の整備

県による、①手話通訳者の養成・研修、②手話
通訳派遣等の意思疎通支援体制の整備･拡充。

第二章　２　基本方針
（１）手話の環境整備

第１２条
学校における手
話の普及

①学校設置者による乳幼児期からの手話教育
環境整備、教職員の手話技術向上に必要な措
置、②学校設置者による保護者を含めた相談･
支援、③学校設置者による教員確保･研修。

第二章　２　基本方針
（３）手話の教育環境の整備

第１３条 事業者への支援
県による、事業者が行う①サービス提供、②労
働環境整備、への支援。

第二章　２　基本方針
（２）手話の社会啓発

第１４条
ろう者等による普
及等

①ろう者、②ろう者団体による普及啓発活動の
実施。

第二章　２　基本方針
（１）手話の環境整備
（２）手話の社会啓発

第１５条
手話に関する調
査研究

県による、ろう者・手話に関わる者の①調査研究
の推進、②成果の普及、への協力。

第二章　２　基本方針
（２）手話の社会啓発

第１６条 財政上の措置 県による、財政上の措置。

第二章　２　基本方針
（１）手話の環境整備
（２）手話の社会啓発
（３）手話の教育環境の整備

条  項

前文

群馬県手話言語条例概要
資料３


